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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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当
日
は
楽
器
演
奏
や
試

食
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

　
当
日
は
楽
器
演
奏
、
歌
や
踊
り
、

食
品
の
販
売
、
試
食
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
行
事
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
の
詳
細
は
、
市
民
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://sh

iroi-sk
.org
/

）

ま
た
は
11
月
に
発
行
し
、
各
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
配
布
す
る
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
情
報
紙
「
F
R
O
N
T
I

E
R
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）」
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
2
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
1
・
2
、
市
民

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
8
）

0
7
0
5

　
市
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
市
民
活
動
団
体
が
、
地
域
の
活
性
化
や
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、多
く
の
皆
さ
ん
に
活
動
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、活
動
に
参
加
す
る
切
っ

掛
け
づ
く
り
と
し
て
、
今
年
も
12
月
2
日
㈰
に
市
民
活
動
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
「
白
井
市
生
活
排
水

処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
素
案
が
ま
と

昨年の 1階イベント広場の様子（吹奏楽）

　
市
民
活
動
ま
つ
り
2
0
1
2

　このたび市特産の梨を使用したドレッシングと
ジャムを発売しました。これは梨業組合が提供した
新高梨を使用して調味料の製造会社「味泉」（本社・
流山市）が開発し、西印旛農業協同組合（印西市）
が販売しています。
　開発過程では梨生産者も参加した検討会や消費者
アンケートを行い、商品化までに試行錯誤を重ねま
した。その結果、梨の果汁や果肉をたっぷり使用し
た商品に仕上がりました。
販売店　

「やおぱぁく」（白井市）
「とれたて産直館印西店」（印西市）
「とれたて産直館栄店」（栄町）
「ドラムの里四季彩館」（栄町）
商品名

「しろいの梨ドレッシング」
（200㍉㍑、380円：限定600本）
「しろいの梨そのまんまジャム」
（120㌘、450円：限定200個）
■問　農政課農政班　内線3251 ～ 4、西印旛
農業協同組合直販部☎0476（48）2218

　「しろいの梨」の
ドレッシング＆ジャムを限定新発売

ま
り
ま
し
た
の
で
素
案
に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
生
活
排
水
処
理
に

関
す
る
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
視
野

に
立
っ
た
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る

も
の
で
す
。
特
に
、
公
共
下
水
道
の

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
区
域
の

生
活
雑
排
水
対
策
を
中
心
に
計
画
を

推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　
計
画
期
間
は
平
成
24
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
の
9
年
間
で
「
身
近
な
生

活
環
境
を
見
直
し
て
、
河
川
や
湖
沼

等
の
水
質
保
全
を
し
よ
う
」
を
目
標

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
素
案
は
市
役
所
環
境
課
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
図
書
館
・
各
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
最
終
的
に
計

画
を
取
り
ま
と
め
る
際
の
参
考
と
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
が
、
各
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

期
間
　
〜
30
日
㈮
（
消
印
有
効
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
法
人
や
団
体

申
・
問

　
所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
と
意
見
を
記
入
の
上
、

郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
直

接
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3
2

7
7
・

（
4
9
2
）
6
3
7
7
・

k
an
k
y
o
u
@
city
.sh
iro
i.

ch
iba.jp

へ

白
井
市
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画

―
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
―

水をたたえた手賀沼（平塚地先）

梨ジャム

梨ドレッシング

【1階】　NPO法人みどりと大地の会（梨みそ、ニンニ
ク関連品）、成東プロジェクト（豚汁、炊き込みご飯、
漬け物）、健康文化都市夢ふれ愛サークル（そばサラ
ダ、そば粉ほか）、ししばの丘クレープハウス（展示、
クレープ販売）、白井市茶華道協会（生け花）、白井ス
クエアダンスクラブ（スクエアダンス）、白井国際交
流協会（展示、コーヒー、クッキーほか）、話し方 朗
読「絆の会」（朗読）、市民活動推進センター運営協議
会（展示、NPOクイズ）
【2階】　NPO法人谷田武西の原っぱと森の会、しろい・
九条の会、アダプト530クラブ、しろいCB研究会、白
井子ども劇場、しろい人形劇まつり実行委員会、しろ
い☆まちかど美術館、北総線の運賃値下げを実現する
会、アニマルフレンド、白井平和委員会、白井子ども
の放射線問題を考える会、ボーイスカウト印西白井第

1団（以上展示）、まちづくり協力隊・双葉会（展示、 
休憩コーナー）、ボランティアグループ緑の風（展
示、手づくりおもちゃ）、白井の自然を考える会（展示、
写真）、産業カウンセラー北総チーム（心理テストほ
か）、NPO法人白井市ボランティア連絡協議会（展示、 
脳いきいき体験）
【3階】　白井シニアライオンズ・クラブ（展示、グッ
ズ販売）、NPO法人しろい環境塾（展示、販売）、
NPO法人ぬくもりの会、NPO法人せっけんの街、
NPO法人北総コラボレーション、SINCS白井自然と芸
術文化の会、しろいふるさとガイドの会、認定NPO
法人日本ブルキナファソ友好協会、白井再生可能エネ
ルギー協議会、白井社会ボランティアの会、白井環境
ネットワークの会、NPO法人コラボしろい、ひよこ
児童公園の環境を守り地域協力を促進する会（以上展
示）、茶らんポエム（詩の朗読）

当日参加予定の市民活動団体（主な内容）

1階イベント広場

開始
時間 内　　　容

10：00 開会式

10：03 しろいふるさとガイドの会

10：10 南山中学校吹奏楽部

11：00 健康文化都市夢ふれ愛サークル

12：15 スクエアダンスクラブ

12：45 話し方・朗読「絆の会」①

12：55 ギタリスト　鈴木仁志

13：15 話し方・朗読「絆の会」②

14：10 SINCS「白井少年少女合唱団」

14：35 ししばの丘クレープハウス

14：50 おやじってブラボー合唱団

15：12 うたごえ

15：20 閉会式

３階プレゼン広場（団体活動室）

開始
時間 内　　　容

10：30 白井ボランティア連絡協議会

10：50 NPO法人せっけんの街

11：35 茶らんポエム

11：52 ボーイスカウト印西白井第1団

12：00 NPO法人しろい環境塾

13：30 ひよこ児童公園の環境を守り
地域協力を促進する会

13：50 白井平和委員会

13：58 白井子どもの放射線問題を考
える会

イベント案内 日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
披
露
し
ま
す
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限
に
抑
え
、
早
期
に
健
全
な
財
政
構

造
に
改
善
し
て
い
く
た
め
、
事
業
の

必
要
性
か
ら
検
証
し
て
「
事
業
目
的

に
対
し
成
果
が
十
分
得
ら
れ
て
い
る

か
」
や
「
手
法
・
手
段
が
適
当
か
」

な
ど
を
再
度
見
直
し
、
事
業
の
費
用

対
効
果
を
見
極
め
た
上
で
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
前
例
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
予
算

編
成
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

に
お
け
る
主
な
基
本
方
針
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
一
般
財
源
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
方
式

に
よ
る
予
算
編
成
】

　
平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
一
般
財

源
充
当
額
の
範
囲
内
で
予
算
要
求
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
一
般
財
源
ゼ

ロ
シ
ー
リ
ン
グ
方
式
を
採
用
し
ま
す
。

【
重
点
事
業
の
選
定
】

　
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
平
成
25
年
度
に

重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
子

◆
市
の
財
政
見
通
し

　
歳
入
（
収
入
）
は
、
税
収
が
平
成

24
年
度
当
初
予
算
額
を
若
干
上
回
る

見
通
し
で
す
が
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
国
か
ら
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
税

制
改
正
の
影
響
や
制
度
見
直
し
に
よ

り
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
般
財
源
全
体
と
し
て
の
伸
び
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

　
歳
出
（
支
出
）
は
、
人
口
増
加
や

制
度
改
正
に
よ
る
児
童
・
高
齢
者
な

ど
に
か
か
る
経
費
の
増
加
、
小
・
中

学
校
校
舎
や
体
育
館
の
改
修
工
事
費

な
ど
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

歳
出
全
体
と
し
て
も
増
加
は
避
け
ら

れ
な
い
見
通
し
で
す
。

◆
当
初
予
算
編
成
の
基
本
方
針

　
平
成
25
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、

第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

基
づ
く
実
施
計
画
事
業
を
基
本
と
し

て
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
行
政
改
革
の
徹
底
を
図
り
、

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
最
小

　
市
で
は
平
成
25
年
度
に
お
け
る
当
初
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
当
初
予
算
編
成
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

育
て
支
援
の
拡
充
、
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
健
康
の
維
持
増
進
や
介
護
事

業
の
推
進
、
防
災
資
器
材
の
備
蓄
の

拡
大
や
避
難
所
機
能
の
充
実
に
よ
る

防
災
機
能
の
強
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
や
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
防
犯
・
防
災
活
動
な
ど
の
拡

大
、
市
内
事
業
者
（
社
）
の
活
性
化

策
の
拡
充
に
よ
る
産
業
の
振
興
な
ど

を
選
定
し
ま
す
。

【
市
民
要
望
の
的
確
な
把
握
】

　
市
民
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
た
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
懸
案
事
項

や
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
を
的
確
に
把
握
し
緊

急
性
・
重
要
性
な
ど
を
勘
案
し
て
、

事
業
の
優
先
順
位
付
け
お
よ
び
事
業

内
容
の
精
査
を
行
っ
た
上
で
予
算
編

成
を
行
い
ま
す
。

【
事
業
仕
分
け
の
取
り
扱
い
】

　
平
成
24
年
8
月
に
行
っ
た
事
業
仕

分
け
の
判
定
結
果
は
「
事
業
仕
分
け

判
定
結
果
取
り
扱
い
要
領
」
に
基
づ

い
て
速
や
か
に
事
業
の
検
証
・
見
直

し
を
行
い
、
原
則
平
成
25
年
度
当
初

予
算
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

【
歳
入
の
確
保
】

　
国
・
県
の
予
算
編
成
の
動
向
を
十

分
注
視
し
た
上
で
積
極
的
に
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
、
可
能
な
限
り
特
定

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
自

主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
市
税

を
は
じ
め
上
下
水
道
料
金
・
保
育
料
・

給
食
費
な
ど
に
つ
い
て
未
収
金
を
減

ら
し
、
前
年
度
の
徴
収
率
の
確
保
・

向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
予
算
編
成
過
程
の
公
表
】

　
予
算
編
成
の
透
明
性
と
市
民
へ
の

説
明
責
任
の
向
上
を
図
る
た
め
、
財

政
課
に
よ
る
査
定
と
市
長
に
よ
る
査

定
が
終
了
し
た
段
階
で
、
事
業
担
当

課
か
ら
の
予
算
要
求
状
況
・
査
定
状

況
の
概
要
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
公
表
し
ま
す
。

【
職
員
の
意
識
改
革
】

　
職
員
は
市
財
政
の
厳
し
い
状
況
を

十
分
認
識
し
、
創
意
工
夫
と
柔
軟
な

発
想
を
持
っ
て
市
民
福
祉
の
向
上
を

図
り
な
が
ら
、
費
用
対
効
果
や
効
率

性
な
ど
を
見
極
め
、
経
費
や
事
務
の

無
駄
を
省
く
こ
と
を
心
掛
け
て
予
算

編
成
を
行
い
ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
班

　
内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

当初予算編成の流れ
　市では当初予算をおおむね次
の工程を踏まえて作成します。
　当初予算は議会での審議を経
て、3月下旬の成立を予定してい
ます。
【当初予算編成工程】
①当初予算編成方針の決定
②担当課の当初予算額の要求
③担当課と財政課のヒアリング
④財政課での要求額の集計・査
定
⑤市長による査定
⑥議会への提案・審議
⑦当初予算の成立

平
成
25
年
度
当
初
予
算

編
成
方
針
を
決
定
し
ま
し
た

平
成
25
年
度
当
初
予
算

編
成
方
針
を
決
定
し
ま
し
た

Q
　
人
間
関
係
に
悩
み
が
あ
っ
た
と

き
に
雑
誌
広
告
を
見
て
「
願
い
が
叶

う
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」
を
購
入
し

た
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
。 

「
5
日

以
内
に
効
果
が
な
け
れ
ば
代
金
を
返

金
す
る
」
と
広
告
に
記
載
さ
れ
て
い

た
の
で
、
効
果
が
な
か
っ
た
こ
と
を

業
者
に
電
話
で
話
す
と
、
特
別
に
霊

能
者
の
先
生
が
話
を
聞
い
て
く
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
話
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
邪
気
が
つ
い
て

し
ま
っ
た
の
で
川
に
流
す
よ
う
に
」

と
言
わ
れ
た
の
で
指
示
に
従
っ
た
。

ま
た
「
悪
霊
が
つ
い
て
い
る
の
で
除

霊
が
必
要
」
と
説
明
さ
れ
た
の
で
業

者
の
口
座
に
30
万
円
入
金
し
た
が
、

何
も
改
善
さ
れ
な
い
の
で
全
額
返
金

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
50
代
・
女
性
）

A
　
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
数
珠
な

ど
を
通
信
販
売
で
購
入
し
た
こ
と
を

切
っ
掛
け
に
、
高
額
な
開
運
商
品
を

売
り
付
け
ら
れ
た
り
祈き

と
う祷
や
除
霊
を

勧
め
ら
れ
た
り
す
る
と
い
う
悪
質
な

手
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
購
入
し

た
人
は
何
ら
か
の
不
安
や
悩
み
を
抱

え
て
商
品
を
申
し
込
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
後
電
話
で
脅
迫
め
い
た
こ
と
を

言
わ
れ
た
り
不
安
を
あ
お
ら
れ
た
り

し
て
勧
誘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
返
金
保
証
が
つ
い
て
い
る
の

雑
誌
広
告
を
見
て
購
入
し
た「
開
運
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」

で
安
心
し
て
申
し
込
ん
で
も
理
由
を

つ
け
て
返
金
に
応
じ
な
か
っ
た
り
、

商
品
を
処
分
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て

心
理
的
に
返
金
の
申
し
出
を
し
に
く

く
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
雑
誌
な
ど
を
見
て
自
ら
業
者
に
申

し
込
ん
だ
場
合
は
、
通
信
販
売
で
あ

る
た
め
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
適
用
外

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
電
話

で
勧
誘
さ
れ
た
商
品
や
役
務
に
つ
い

て
は
、
特
定
商
取
引
法
上
の
電
話
勧

誘
販
売
な
ど
に
該
当
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
商
品
を
購
入
す
る
場

合
、
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
商
品

広
告
の
う
た
い
文
句
に
惑
わ
さ
れ
ず

に
「
お
金
を
払
っ
た
か
ら
悩
み
が
解

決
し
て
救
わ
れ
る
」
わ
け
で
は
な
い

と
理
解
し
た
上
で
、
商
品
を
購
入
す

る
か
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
方
法
で
勧

誘
さ
れ
た
り
業
者
が
解
約
に
応
じ
な

い
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
恐
怖
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
警
察
に
も

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
160

用
語
の
説
明

一
般
財
源
　
市
民
税
な
ど
の
、
使
い

道
が
特
定
さ
れ
な
い
歳
入
（
収
入
）

事
業
仕
分
け
判
定
結
果
取
り
扱
い
要

領
　
事
業
仕
分
け
の
判
定
結
果
に
対

す
る
市
の
対
応
を
検
討
す
る
に
当
た

っ
て
の
市
の
基
本
的
な
考
え
を
示
し

た
も
の
で
、
事
業
仕
分
け
の
判
定
結

果
を
最
終
判
断
と
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
判
定
結
果
を
出
来
る
限
り
尊
重

し
た
検
討
を
行
い
、
市
の
対
応
を
決

定
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い

ま
す
。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

商
工
振
興
課
か
ら
の
お

知
ら
せ

◆
計
量
器
の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま

す　
商
店
・
工
場
・
病
院
・
学
校
な
ど

で
「
取
り
引
き
」
や
「
証
明
」
に
使

用
し
て
い
る
計
量
器
は
、
計
量
法
に

基
づ
く
2
年
に
1
回
の
定
期
検
診

（
要
事
前
申
し
込
み
）
が
必
要
に
な

る
の
で
、
該
当
す
る
計
量
器
を
所
有

す
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
　
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所
　
市
役
所
地
下

申
・
問

　
11
月
29
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班
　
内
線

3
2
4
2
へ

◆
中
小
企
業
融
資
制
度

　
市
で
は
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

た
め
、
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
を
得
て
低
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
利
子
補
給
も
受
け
ら
れ
る
の
で
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

　
市
内
で
1
年
以
上
事
業
を
営

み
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
融
資
内
容
に
よ
り
、
対
象
条
件
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

融
資
限
度
額
・
返
済
期
間

　
運
転
資

金
1
、
0
0
0
万
円
以
内
（
5
年
以

内
）  

、
設
備
近
代
化
資
金
2
、  

0
0

0
万
円
以
内
（
7
年
以
内
）

※
ほ
か
に
独
立
開
業
資
金
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

融
資
利
率

　
2
・
6
㌫
〜
3
・
2
㌫

取
扱
金
融
機
関

　
千
葉
銀
行
（
白
井

支
店
・
小
室
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
・

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店
） 

、
京
葉

銀
行
（
白
井
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
） 

、
千
葉

興
業
銀
行
（
白
井
支
店
・
鎌
ケ
谷
支

店
）  

、
千
葉
信
用
金
庫
（
白
井
支
店
）

問
　
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内

線
3
2
4
1

「
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
向

け
た
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
と
防
災
に
係
る
知
識
の
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
が
自

主
的
に
防
災
対
策
を
考
え
る
上
で
必

要
に
な
る
市
の
基
本
的
な
防
災
関
連

情
報
を
示
す
「
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
す
。 

「
総
合

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
は
指
定

避
難
場
所
や
災
害
時
要
援
護
者
施
設

な
ど
を
示
し
た
地
図
、
小
学
校
区
ご

と
の
防
災
関
連
施
設
や
危
険
度
評
価
、

各
種
災
害
被
害
想
定
結
果
や
防
災
上

の
課
題
な
ど
を
ま
と
め
る
「
防
災
カ

ル
テ
」
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

　
地
図
の
作
成
に
当
た
り
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
「
防

災
カ
ル
テ
」
の
仕
様
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
2
日
㈰
　
午
後
3
時
〜

場
所

　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象

　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
11
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内
線

3
3
2
3
・
6
へ

犯罪被害者相談窓口
　千葉県警察では、さまざまな犯罪の被害に
遭った人が相談するための窓口を開設してい
ます。
相談窓口　相談サポートコーナー☎043

（227）9110（プッシュ回線または携帯電話
からは「#9110」でつながります）、女性被
害110番☎043（223）0110、少年センター（ヤ
ング・テレホン）☎0120（783）497、女性
相談所（電車内における痴漢など）☎0120

（048）224・ tekkeisoudan@police.pref.
chiba.jp、暴力団相談☎043（254）8930
■問　千葉県警察本部犯罪被害者支援室☎043

（201）0110（代表）、印西警察署警務課☎
0476（42）0110（代表）、市市民安全課交通
防犯班　内線3321 ～ 3
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　市では当初予算編成方針に基づき、平成25年度に重点的に取り組む事業として子育て支援、介護事業の推進などの高齢化社会への対応や防災・
防犯機能の強化などによる安心・安全なまちづくり、地域コミュニティの活性化や市民との協働、産業の振興など24事業を下表のとおり選定しま
した。
■問　企画政策課企画政策班　内線3353・6

平成25年度における
重点事業を選定しました

平成25年度における重点事業
事業名 事業概要 担当課

子ども医療費助成事業 小学6年生までには入院・通院・調剤の医療費を、中学生には入院の医療費を助成 健康課

小学校施設改修事業
清水口小学校体育館の耐震補強工事などの実施、白井第一小学校校舎耐震補強工事などの実施設計および南山小
学校校舎耐震補強工事などの基本設計の実施、七次台小学校校舎の老朽化改修工事などの実施 教育総務課

中学校施設改修事業 大山口中学校体育館の耐震補強工事などの実施、南山中学校校舎耐震補強工事などの基本設計の実施
市役所庁舎整備事業 現庁舎の耐震性能の不足および老朽化などの問題に対する整備の基本構想策定および基本設計などの実施 管財契約課

地域防災計画推進事業

防災アセスメントの調査結果を踏まえた災害予防対策および応急対策の検討、地域防災計画の総合的な見直し、
より実効性のある計画の策定、自治会等長および防災担当者などとの意見交換会の開催、自治会など向けの災害
時対応マニュアルの作成、避難所となる小学校への非常用井戸の計画的な整備の実施、新規指定避難所への防災
倉庫の設置および防災資機材の配置

市民安全課

防犯対策事業 青色回転灯車両の貸し出しによる地域住民パトロールの体制づくりの推進

障害福祉サービス事業
精神障害者の日常生活能力を向上するための支援や日常生活上の相談支援を実施する自立訓練施設を誘致により
整備するための建設費用の一部助成の実施

社会福祉課

介護老人施設整備補助事業
第5期介護保険事業計画に基づいた介護老人福祉施設整備の公募による誘致および必要に応じた整備費などの補
助金の交付

高齢者福祉課

地域福祉計画推進事業 地域の課題や福祉ニーズを受け止めながらその解決に向けての取り組みをコーディネートする職員の育成の推進 社会福祉課
感染症予防事業 65歳以上の高齢者の肺炎球菌ワクチンの予防接種費用の一部助成

健康課
特定健康診査事業 特定健康診査における血清クレアチニン検査の追加実施
地域活性化推進事業 小学校区単位の自治組織の連合体に対しての補助の実施 市民活動支援課

農産物ブランド化推進事業
市場などにおける消費宣伝活動の実施、チラシ・ポスターをはじめとした販売促進用資材の作成、生産者などに
よる国内での販路拡大・販売促進活動に対する支援の推進、梨の国外の販路拡大活動に対する支援の推進、梨業
組合・JA・農業事務所などとの連携の強化、新たな生産販売振興策の推進

農政課

中小企業活性化支援事業
市の附属機関としての学識経験者・産業経済団体・事業者・市民などで構成する組織を設置した上での（仮称）
白井市産業振興条例の推進、県内の大学等研究機関との交流・連携の推進を図りながらの産学連携のコーディネー
トの促進

商工振興課

商工会活動支援事業 商工会が実施する（仮）お買い物お届けサービス事業に対する補助の実施
工業団地アクセス道路整備
事業

工業団地へのアクセス道路の整備に向けた関係機関との協議の推進および道路法に基づく計画決定の実施 道路課

住宅リフォーム助成事業 平成24から26年度までの間に市内事業者により住宅リフォームを行った者に対する費用の一部助成 建築指導課
省資源・省エネルギー推進
事業

太陽光発電システムおよび高効率給湯器を設置した市民に対する設置費の一部補助 環境課

市道維持修繕事業 破損の著しい舗装および排水施設などの補修の実施
道路課市道新設改良事業 幹線市道の整備および一般市道の拡幅などの改良や必要性の高い未舗装道路の舗装の実施

橋梁維持事業 今井橋などの修繕工事の設計業務の実施
七次中継ポンプ場更新事業 平成26年度までの七次中継ポンプ場施設の耐震構造による建て替えの実施

上下水道課
雨水排水施設整備事業 白井地区の一部への雨水管きょ整備の実施、冨士地区の事業認可に向けた整備計画の策定

放射能対策事業
保育園・幼稚園・小学校・中学校・公園などの公共施設や戸建て住宅・集合住宅などの除染対策の推進、活動資
機材の貸与などの市民の除染活動への支援、農産物や給食食材などの放射性物質検査の推進、放射線による健康
への影響に関する講演会の開催

環境課ほか

文
化
の
日
千
葉
県
功
労

者
表
彰

　
10
月
31
日
に
、
千
葉
県
か
ら
「
平

成
24
年
文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表

彰
」
の
受
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
市
内

で
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
功
労
　
武
藤
栄
子
さ

ん
（
復
在
住
・
元
ち
ば
女
性
農
業
経

営
者
の
会
会
長
）

　
武
藤
さ
ん
は
印
旛
管
内
に
お
け
る

女
性
農
業
委
員
の
登
用
率
の
向
上
に

努
め
た
こ
と
や
、
地
域
で
の
農
業
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
大

き
な
功
績
を
果
た
し
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

警
察
功
労
　
奥
澤
昌
道
さ
ん
（
復
在

住
・
千
葉
県
警
察
嘱
託
医
）

　
奥
澤
さ
ん
は
豊
富
な
医
学
知
識
と

経
験
な
ど
を
生
か
し
、
長
年
に
わ
た

っ
て
千
葉
県
警
察
嘱
託
医
と
し
て
捜

査
員
へ
の
指
導
・
助
言
な
ど
を
行
い
、

現
在
も
犯
罪
捜
査
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
　
内

線
3
3
7
3

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
を
選
任
し
ま

し
た

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中

立
的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内

容
を
審
査
お
よ
び
決
定
す
る
執
行
機

関
で
す
。

　
市
で
は
、
小
林
正
直
さ
ん
の
任
期

満
了
に
伴
っ
て
新
た
に
鵜
野
洋
次
さ

ん
を
選
任
し
、
平
成
24
年
第
3
回
議

会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
ま
し

た
。

　
現
在
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
　

高
倉
聡
子
（
学
識
経
験
者
） 

、
押
田

剛
（
納
税
者
） 

、
鵜
野
洋
次
（
学
識

経
験
者
）

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

2農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
10
月
12
日
か
ら
26

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
実
施
分
　
赤
カ
ブ
、
ハ
ク
サ
イ
、

ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ボ
ス
、

ミ
カ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ウ
イ
、

イ
ン
ゲ
ン
、
ミ
ズ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
小
松
菜
、
落

花
生

県
実
施
分
　
柿
、
キ
ウ
イ

　
市
が
実
施
し
た
カ
ボ
ス
、
落
花
生

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
22
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
、

27
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
、
県
が
実
施
し

た
柿
、
キ
ウ
イ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
3
・

9
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
、
8
・
6
ベ
ク

レ
ル
／
㌔
㌘
の
放
射
性
物
質
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
数
値
は
一
般
食
品

の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
で
あ
る
1

0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
以
下
で
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
品
目
は
全
て
「
検
出

せ
ず
」
で
し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
検
出
器
お
よ

び
検
査
容
器
の
容
量
や
密
度
な
ど
の

諸
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

市
が
所
有
す
る
検
出
器
で
は
セ
シ
ウ

ム
1
3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23

ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

辞令を受け取る鵜野委員

危険業務従事者叙勲
　10月13日に政府から「第19回危険業務従事者叙勲」
の受章者が発表され、市内では次の皆さんが受章し
ました。

瑞宝双光章
　【警察功労】
　 河野 弌さん（冨士在住）＜元警視庁警視＞
　 安部善一郎さん（大山口在住）＜元警視庁警部＞
　 本多正治さん（野口在住）＜元警視庁警部＞
　【消防功労】
　 岡隆雄さん（南山在住）＜元松戸市消防監＞
瑞宝単光章
　【防衛功労】
　 安藤泰司さん（けやき台在住）＜元准海尉＞
　 今井豊さん（七次台在住）＜元准陸尉＞

検査の様子
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市の人事、行政運営などの
状況を公表します

　市では「白井市人事行政の運営等の公表に関する条例」の規定に基づ
き市の職員数、職員の給与や勤務時間などの勤務条件、服務の状況など
を公表します。
　各項目の詳細は、市ホームページで確認することができます。
■問　総務課人事班　内線3314・5

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数

対前年増減数
平成23年職員数 平成24年職員数

一般行政部門
（うち福祉部門）

298
（99）

301
（98）

3
（△1）

教育部門 73 75 2
公営企業など 41 42 1

合計 412 418 6
※△はマイナスを表します。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補 主事 主任主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 15 17 62 66 37 39 32 8 276

構成比（㌫） 5.4 6.2 22.5 23.9 13.4 14.1 11.6 2.9 100

◆職員の給与の状況
（ア）平成23年度普通会計決算における人件費の状況

住民基本
台帳人口 

（平成23年度末）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

（参考） 
22年度の
人件費率

61,256人 16,841,209千円 899,560千円 3,308,634千円 19.6㌫ 19.1㌫

（イ）平成23年度普通会計決算における職員給与費の状況

職員数
（A）

給与費
1人当たりの
給与額（B/A）給料 職員手当

期末・
勤勉手当

計（B）

370人 1,431,963千円 248,763千円 519,739千円 2,200,465千円 5,868千円
※職員数は全職員数から公営企業などの職員数を減じたものです。

（エ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成24年4月1日現在）
一般行政職職員 技能労務職職員

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

349,850円
415,988円

（388,191円）
44.3歳 279,154円

314,265円
（301,217円）

53.4歳

※カッコ内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較ができる
よう通勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたものです。

（オ）職員の初任給の状況（平成24年4月1日現在）
区分 初任給 2年後の給料

一般行政職
大学卒 178,800円 192,800円
高校卒 144,500円 155,700円

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況（平成24年4月1日現在）
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日

38.75時間 8:30 17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日
※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割り振りを変
更することにより対応しています。

（イ）休暇などの状況（平成23年度）

休暇の種類 休暇日数など
取得日・
件数

年次有給休暇
1年につき20日間（前年に未使用日数がある場合は、
最大20日を翌年繰越）

平均
11.9日

夏季休暇 7月から9月までの間で8日
平均
7.6日

特別休暇
産前・産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、育児時
間休暇、忌引休暇など

218件

病気休暇
負傷または疾病のため療養を要する場合、必要最小限
度の期間

41件

介護休暇
（無給）

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわたり父母・
子など親族を介護しなければならない場合、6カ月（再
取得可）を限度として必要と認められる期間

0件

育児休業
（無給）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3歳に達す
る日までの期間を限度とする期間

10件

育児部分休業
（無給）

小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため1
日2回30分単位で2時間を超えない範囲

3件

◆特別職等の給料などの状況（平成24年4月1日現在）
　現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円） 6月期

12月期
計

　1.85月分
　2.00月分
　3.85月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期

12月期
計

　2.10月分
　2.30月分
　4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料のカッコ内は白井市特別職等の職員の給与の特例に関する条例に基づき、
平成21年4月からそれぞれ一定の割合の額を減じた後の金額です。

◆職員の分限および懲戒処分の状況
（ア）分限処分の処分状況（平成23年度）
　分限処分は、公務能率の維持を目的とした処分で「免職」「休職」「降任」

「降給」があります。
　平成23年度は心身の故障のため、5人が休職しました。
（イ）懲戒処分の処分状況（平成23年度）
　懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を負い、秩序の維持を
図ることを目的とした制裁的な処分で「免職」「停職」「減給」「戒告」の4
種類があります。
　平成23年度は、懲戒処分の該当はありませんでした。

◆公平委員会業務の状況（平成23年度）
　公平委員会は、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保障するため
の機関で「勤務条件に関する措置の要求に係る事項」「不利益処分に関す
る不服申し立てに係る事項」ともに、該当案件はありませんでした。

（ウ）職員の主な手当の状況（平成24年4月1日現在）
区分 内容・支給状況 支給実績

扶養手当

扶養親族のある職員に支給する手当
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がな
い場合は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算

32,581千円

住居手当

借家などに居住し、家賃を支払っている職員などに支給す
る手当
●借家　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家
賃が月額12,000円を超える場合に限る）

10,819千円

通勤手当

通勤距離が片道2㌔㍍を超えて電車やバス、自家用車など
により通勤する職員に支給する手当
●電車・バス　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円ま
で全額支給
●自家用車など　使用距離に応じて月額2,000円から
24,500円まで支給

24,773千円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額を支給
する手当
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円
※人件費抑制措置により10㌫減額

23,183千円

管理職
特別勤務

手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要によ
り休日などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000
円までを支給（勤務時間が6時間を超える場合は50㌫増し）
する手当

―

地域手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映され
たものにするための手当

（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100
※人件費の抑制措置により5/100に減額

75,919千円

特殊勤務
手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著
しく特殊な勤務に従事したときに支給する手当
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行
旅病人1件に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円

28千円

時間外
勤務手当 
（休日勤
務手当を
含む）

通常の勤務時間を超過して勤務したときに支給する手当
（管理職を除く）
●勤務日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時
間給単価×125/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜
勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時
間給単価×135/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜
勤務は160/100）

81,460千円

期末・
勤勉手当

民間のボーナスに相当する手当
※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、
職制上の職務の級による加算処置があります。
●期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
6月期　1.25月　12月期　1.35月
●勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合
6月期　0.70月　12月期　0.65月

519,739千円

退職
手当

退職時の給料月額に下表の支給率を乗じて基本額とし、在
職中の職務の級に応じて決定される調整額と合算した手当
で、退職手当制度の改正により緩和措置として3年間の経
過措置があり、旧制度と新制度のいずれかを支給
●退職勧奨による退職　定年年齢との差1年につき2㌫加算

（20㌫限度）
254,155千円

※支給実績は平成23年度普通会計決算額です。

区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額
自己都合 23.50月分 33.50月分 47.50月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分
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家
庭
の
粗
大
ご
み
を
処

分
す
る
に
は

◆
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
む
場
合
（
回
収
依
頼
）

○
事
前
に
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

【
☎
（
4
9
1
）
4
7
5
3
】
へ
電

話
し
て
品
目
・
個
数
・
回
収
地
区
な

ど
を
伝
え
、
料
金
・
収
集
日
・
受
け

付
け
番
号
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

※
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
は
、
月

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
電
話
を
受
け
付
け
ま

す
。

○
左
表
の
粗
大
ご
み
処
理
券
取
扱
店

で
料
金
分
の
粗
大
ご
み
処
理
券
を
購

入
し
、
処
理
券
に
受
け
付
け
番
号
・

市内粗大ごみ処理券取扱店

地区 店舗名 地区 店舗名

神々廻
斉藤牛乳店

冨塚

水車屋商店

セブンイレブン白井神々廻店 ハタヤ本店

白井
水戸屋 松屋商店本店

山口屋商店 中 松屋商店公民センター売店

根

ケーヨーデイツー白井店 河原子 ミニストップ白井河原子店

シャディホームハタヤ 十余一 ウエルシア薬局白井十余一店

セブンイレブン白井根店 谷田 ミニストップ千葉ニュータウン白井店

セブンイレブン白井大山口店 西白井 セーブオン千葉白井店

タイヨーシロイマート店 清水口 マルエツ西白井店

ナリタヤ食彩館白井店
堀込

マルエツ白井店

ドラックストアマツモトキヨシ白井東店 ファミリーマート白井堀込店

ランドロームフードマーケット西白井店 南山 ミニストップ千葉ニュータウン南山店

セブンイレブン白井ベリーフィールド店

桜台

セブンイレブン白井桜台店

冨士

食鮮館ヒフミ
ドラックストアマツモトキヨシ千葉
ニュータウン中央店

スリーエフ白井冨士店 ナリタヤ食彩館千葉ニュータウン店

セブンイレブン白井冨士店
けやき台

セブンイレブン西白井駅前店

ドラックストアマツモトキヨシ白井店 ドラックストアマツモトキヨシ西白井店

ヤマザキショップいなだや

笹塚

ホーマックスーパーデポ白井店

ロイヤルホームセンター白井店 トウズ白井駅前店

木 セブンイレブン白井折立店 セブンイレブン白井笹塚店

※10月1日現在の登録店です。
　市外では、印西市のイオン千葉ニュータウン店および鎌ケ谷市のイオン鎌ケ谷店で取り扱っています。

収
集
日
を
記
入
し
た
上
で
、
収
集
日

の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に

出
す
こ
と

◆
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
む
場
合

●
事
前
に
市
環
境
課
で
「
搬
入
許
可

証
交
付
申
込
書
」
を
記
入
し
て
手
数

料
を
支
払
い
、
許
可
証
の
交
付
を
受

け
た
上
で
直
接
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と

※
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み

を
直
接
持
ち
込
め
る
時
間
は
、
平
日

の
午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後

1
時
か
ら
4
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午

前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

問
　
市
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
8
・
9

白井市地球温暖化防止対策実行計画　平成23年度結果
基準年度

（H20）実績
最終目標
（H26末）

H23
実績

達成
状況

主な
使用目的

温室効果ガス総
排出量（㌔㌘）

4,310,590 4,095,061 3,897,487 達成 －

電気使用量
（㌔㍗アワー）

5,603,328 5,267,128 4,979,112 達成
照明、冷房、OA
機器

燃
料
使
用
量

ガソリン
（㍑）

31,895 28,067 31,091 未達成 庁用車

灯油（㍑） 47,955 45,557 45,258 達成
福祉センターの
風呂、暖房

軽油（㍑） 5,326 4,899 5,316 未達成
庁用車

（バスなど）

A重油（㍑） 38,300 38,300 20,900 達成
暖房

（小・中学校）

液化天然ガス
（㌔㌘）

1,545 1,545 780 達成
小学校家庭課室
での授業など

都市ガス（立
方㍍）

425,453 416,943 421,315 未達成 冷房、暖房

※温室効果ガスの総排出量は、電気や燃料の使用量に定められた数値を乗じて得
た値です。
　達成状況の「達成」「未達成」は、平成23年度実績の数値と最終目標の数値と
の比較により判断しています。

　
市
で
は
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因

と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減

ら
す
た
め
、
市
役
所
な
ど
の
公
共
施

設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
総
排
出
量
を
、
平
成
22
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
間
で
基
準
年
度
と
な

る
平
成
20
年
度
の
数
値
か
ら
5
㌫
削

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
市
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
」
に

基
づ
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保

全
に
関
し
て
配
慮
す
べ
き
具
体
的
事

項
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
結

果
を
評
価
し
て
今
後
の
参
考
と
す
る

た
め
、
平
成
23
年
度
の
温
室
効
果
ガ

ス
総
排
出
量
と
そ
の
発
生
原
因
と
な

る
電
気
お
よ
び
各
種
燃
料
の
使
用
量

を
左
表
の
と
お
り
集
計
し
ま
し
た
。

※
温
室
効
果
ガ
ス
と
は
地
面
か
ら
放

射
さ
れ
た
赤
外
線
の
一
部
を
吸
収
し

て
温
室
効
果
を
も
た
ら
す
気
体
の
総

称
で
、
市
で
は
そ
の
う
ち
の
二
酸
化

炭
素
を
削
減
の
取
り
組
み
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　
平
成
23
年
度
は
緊
急
節
電
対
策
な

ど
の
成
果
も
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

総
排
出
量
の
削
減
目
標
を
達
成
で
き

た
の
で
、
平
成
24
年
度
以
降
は
こ
の

経
験
を
踏
ま
え
て
「
市
民
生
活
及
び

経
済
活
動
に
支
障
の
生
じ
な
い
範
囲

で
の
節
電
な
ど
の
取
り
組
み
」
を
行

い
、
平
成
23
年
度
と
同
等
の
成
果
が

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
節

電
に
努
め
な
が
ら
目
標
の
達
成
を
目

指
し
ま
す
。

　
未
達
成
と
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
お
よ

び
軽
油
の
使
用
量
に
つ
い
て
は
、
業

務
量
の
増
加
や
児
童
生
徒
の
学
習
計

画
に
関
連
す
る
部
分
も
あ
り
、
一
律

に
削
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

庁
用
車
の
運
用
方
法
の
改
善
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
目
標
値
を
大
き
く
超
過
し
た
都
市

ガ
ス
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
学
校

な
ど
で
使
用
す
る
燃
料
を
灯
油
や

L
P
G
か
ら
都
市
ガ
ス
に
順
次
転
換

し
て
い
る
た
め
で
す
。
都
市
ガ
ス
は

石
油
な
ど
に
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
少
な
く
、
環
境
に
対
す
る

負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

今
後
も
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
利
用
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
た
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画
に

お
け
る
目
標
数
値
の
見
直
し
を
検
討

し
ま
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班
　
内
線
3

2
7
6
・
7

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行
計
画

〜
平
成
23
年
度
の
結
果
〜

手賀沼統一クリーンデイ
　住みよいふるさと
づくりのために、金
山落（名内橋から今
井三号橋までの桜並
木）の清掃活動をし
ませんか。
日程　12月9日㈰（小
雨決行、雨天中止）
集合時間・場所　午
前9時・市役所玄関前
※清掃場所へはマイクロバスで送迎します。
　終了時間は午前11時の予定です。
■申・■問　12月7日㈮正午までに電話で環境課環境保
全班　内線3277へ

生
活
用
品
交
換
広
場

　
市
で
は
「
ご
み
に
出
す
の
は
も
っ

た
い
な
い
」   「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ

た
ら
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
を
す
る
た
め
、
生
活
用

品
交
換
広
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
情
報
は
4
階
生
活
用

品
交
換
広
場
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
示
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

（
受
付
日
か
ら
原
則
3
カ
月
後
の
月

末
ま
で
）
を
行
い
ま
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
情
報
】

○
電
子
ピ
ア
ノ

○
足
踏
み
式
健
康
器
具

○
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

○
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
（
硬
式
）

○
ヘ
ア
ア
イ
ロ
ン

○
室
内
用
ゲ
ー
ジ
（
ペ
ッ
ト
用
）

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

○
除
湿
機

【
さ
が
し
て
い
ま
す
情
報
】

○
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
（
深
鉄
鍋
）

○
ミ
ニ
耕
運
機

○
ミ
シ
ン
（
足
踏
み
式
ま
た
は
電
動
）

○
自
転
車
（
26
㌅
以
上
ま
た
は
子
ど

も
と
一
緒
に
乗
れ
る
も
の
）

※
26
㌅
以
上
の
自
転
車
は
、
特
に
27

㌅
の
も
の
を
探
し
て
い
ま
す

○
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ

ー○
D
V
D
レ
コ
ー
ダ
ー
ま
た
は
プ
レ

ー
ヤ
ー

○
バ
イ
オ
リ
ン
（
大
人
用
ま
た
は
子

ど
も
用
）

○
I
H
（
誘
導
加
熱
）
調
理
機

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ

○
草
刈
り
機

○
一
輪
車

○
マ
ン
ド
リ
ン

※
10
月
15
日
現
在
の
情
報
で
す
。

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
環
境
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
環
境

課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
班

　
内
線

3
2
7
5
へ
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

インフルエンザQ&A
もりや内科呼吸器科クリニック　森谷哲郎

　そろそろ寒さが本格化してきました。これから来る冬の備えのひとつとして、
私は「インフルエンザワクチン」を接種することを推奨します。ここでは、病
院でよく寄せられるインフルエンザワクチンについての質問に答えます。

Q　インフルエンザワクチンは、毎年接種しなければならないのですか。
A　インフルエンザワクチンは、接種しても6から8カ月までの間に効果が消失
してしまいます。またインフルエンザのウイルスは、毎年少しずつ性質を変え
ていきます。ワクチンの中身も毎年変わるので、古いワクチンの効果は期待で
きません。
Q　何回接種すればよいのですか。
A　13歳未満の子どもは2回ですが、それ以上の人は1回で大丈夫です。
Q　去年ワクチンを接種したが、インフルエンザにかかってしまいました。ど
うしてでしょうか。
A　たとえワクチンを接種しても、すべての人に強力な免疫ができるとは限ら
ず、インフルエンザへの感染を完全に防ぐことはできません。ただし、脳症や
肺炎などの重症な状態に陥る可能性は低くなります。

　社会には、子どもや加齢・病気のために免疫力が落ちた人などもいます。多
くの人がワクチンを接種することで、インフルエンザの流行を小規模にできる
ことが分かっているので、自分のためだけでなくこうした人を守るためにも、
ワクチンの接種を検討してみてください。

もりや内科呼吸器科クリニック　冨士129―29　☎（498）6622

私のまちのかかりつけ医

健
康
で
75
歳
を
迎
え

よ
う

　
今
年
6
月
に
発
表
さ
れ
た
厚
生

労
働
省
の
「
健
康
日
本
21
（
第
2

次
）  

」
で
の
も
っ
と
も
大
切
な
テ

ー
マ
は
「
健
康
寿
命
（
日
常
的
に

介
護
を
必
要
と
し
な
い
で
、
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
生
存
期
間
）

の
延
伸
」
で
し
た
。

　
現
在
の
千
葉
県
に
お
け
る
健
康

寿
命
は
男
性
が
71
・
23
歳
、
女
性

が
73
・
53
歳
で
す
。
し
か
し
私
た

ち
白
井
・
健
康
「
元
気
村
」
が
目

指
す
健
康
寿
命
は
、
男
女
と
も
75

歳
で
す
。
75
歳
を
迎
え
た
人
を
私

た
ち
は 

「
光
輝
幸
齢
者
（
こ
う
き

こ
う
れ
い
し
ゃ
）   

」
と
呼
び
、
健

康
で
元
気
に
暮
ら
し
た
い
と
願
う

明
る
く
前
向
き
な
高
齢
者
の
こ
と

を
「
朗
人
（
ろ
う
じ
ん
） 

」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　 

「
光
輝
幸
齢
期
」
を
無
事
通
過

す
る
「
朗
人
」
に
は
そ
の
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
待
ち
構
え

て
お
り
、
年
を
経
る
ご
と
に
老
化

の
進
行
が
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
以
下
の
3
つ
の
兆
候
で
そ

の
進
行
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
「
食
べ
る
」

　
加
齢
に
よ
っ
て
食
欲
が
落
ち
る

の
は
仕
方
が
な
い
が
、
極
端
に
食

べ
る
量
が
減
り
、
食
そ
の
も
の
に

対
し
て
の
興
味
が
な
く
な
る
の
は

老
化
が
進
ん
で
い
る
証
拠
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

②
「
し
ゃ
べ
る
」

　
女
性
が
男
性
よ
り
長
生
き
を
す

る
の
は
、
男
性
よ
り
よ
く
し
ゃ
べ

る
と
い
う
専
門
家
の
説
も
あ
り
、

で
き
る
だ
け
気
の
お
け
る
仲
間
を

作
っ
た
り
社
会
参
加
の
機
会
を
多

く
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

③
「
笑
う
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
の
中
で
人
前

で
笑
う
動
物
は
人
間
だ
け
で
、
笑

顔
は
最
良
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。 

「
以
前
は
よ
く
笑
っ
た

が
、
最
近
急
に
無
表
情
に
な
っ
て

笑
わ
な
く
な
っ
た
」
の
は
老
化
の

サ
イ
ン
で
も
あ
る
が
、
認
知
症
や

う
つ
病
な
ど
の
サ
イ
ン
で
も
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
以
上
の
3
つ
の
兆
候
が
現
れ
る

と
老
化
の
赤
信
号
と
な
る
の
で
、

何
ら
か
の
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
テ
ー
マ
は

「
脳
・
口
・
足
を
鍛
え
る
」
で
、

老
化
へ
の
対
策
や
予
防
の
方
法
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

問
　
N
P
O
法
人
全
日
本
健
康
倶

楽
部
／
白
井
・
健
康
「
元
気
村
」

蓮
井
☎
0
8
0
（
1
3
6
0
）
9

8
8
1

元
気
な
「
朗
人
」
に
な
る
た
め

に
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と

　
今
回
か
ら
市
民
と
の
協
働
事
業
の
一
環
と
し
て
、
N
P
O
法
人
全
日

本
健
康
倶
楽
部
／
白
井
・
健
康
「
元
気
村
」
の
蓮
井
日
源
代
表
に
よ
る 

「
元
気
に
い
き
い
き
と
歳
を
重
ね
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
ヒ
ン

ト
」
を
連
載
で
掲
載
し
ま
す
。

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
・
乳

が
ん
検
診
（
個
別
検
診
）

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

（
個
別
検
診
）
の
指
定
医
療
機
関
へ

の
電
話
予
約
の
受
付
期
間
は
、
30
日

㈮
ま
で
で
す
。

　
問
診
票
が
す
で
に
手
元
に
あ
る
人

で
ま
だ
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

は
、
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

マ
タ
ニ
テ
ィ
&
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
生
後
6
カ
月
ま
で
の
子
を
持
つ
マ

マ
や
妊
婦
さ
ん
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
な
の
で
、
友
達
づ
く
り

に
来
ま
せ
ん
か
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
5
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
妊
婦
、
生
後
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

健
康
増
進
ル
ー
ム
を
休

館
し
ま
す

　
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
次

の
日
時
に
健
康
増
進
ル
ー
ム
を
臨
時

休
館
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
時
　
12
月
4
日
㈫
　
午

前
9
時
〜
午
後
1
時
、
12
月
6
日
㈭
・

13
日
㈭
・
20
日
㈭
・
27
日
㈭
　
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎ 

（
4
9
7
）
3
4
9
4

道路改良工事を行います
　市では、下図の区間で道路の拡幅工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘導員
を配置した上で、交通規制（車両通行止め）を行います。
期間　11月下旬～ 3月下旬
工事区間　下図の　■　■　■　部分
■問　道路課管理用地班　内線3215

復光明寺

二重
川

↑ 

木
下
街
道

防火ポスター・標語入賞作品
　印西地区消防組合では秋の火災予防運動の一環として、
管内（印西市・白井市）の小学校から防火ポスターと標語
を募集し、28校1,370点の応募がありました。
　市内から選出された入賞者は、以下のとおりです。

（敬称略）
※入選作品は、16日㈮から22日㈭まで市役所1階ロビーで
展示します。
【防火ポスターの部】
白井消防署長賞　石﨑翔悟（白井第一小学校1年）
西白井消防署長賞　鈴木博登（大山口小学校3年）
佳作　松下尚太郎（七次台小学校4年）、宮本萌（桜台小学
校6年）、田口倫也（池の上小学校3年）、中村丈次（白井第
一小学校6年）、田中愛梨（大山口小学校3年）、池廣一樹（大
山口小学校6年）、杉山綸（大山口小学校6年）
【防火標語の部】
印西地区危険物安全協会長賞　松本優志（桜台小学校3年）

「ねえ消した　それが家ぞくの　合言葉」
白井消防署長賞　山田暁（桜台小学校6年）

「『消したかな?』　みんなの笑顔　守ります」
西白井消防署長賞　若倉誉士（大山口小学校5年）

「安心は　消したかどうか　目で確認」
佳作　小林朋美（桜台小学校3年）
■問　印西地区消防組合消防本部予防課☎0476（46）9971

石﨑翔悟さんの作品

鈴木博登さんの作品

1

富
ケ
沢
橋

事業者によるeLTAX
（インターネットによる電子申告）

受け付け開始
　市では、一般社団法人地方税電子化協議会が運営する地方
税ポータルシステム「eLTAX」を利用したインターネットに
よる電子申告の受理を26日㈪から開始します。
　eLTAXを利用して提出できる書類は次のとおりです。
個人住民税　給与支払報告書、給与所得者異動届出書、普通
徴収から特別徴収への切替申請書
法人市民税　予定申告書、確定申告書などの申告書類
※eLTAXを利用するには届け出を行う必要がありますの
で、詳細は一般社団法人地方税電子化協議会ホームページ

（  http://www.eltax.jp/）で確認してください。
■問　一般社団法人地方税電子化協議会☎0570―81459、市課
税課市民税班　内線3131 ～ 3

船橋市



　市子ども会育成会連絡協議会
では、地域の行事などでボラン
ティアで主に小学生に対し、ゲ
ームや野外活動の指導をする青
少年リーダーを育てるための講
座を開催します。
　この講座は、リーダーとして
必要なことを勉強するとともに、たくさんの仲間と
の出会いを通して、お互いに学びあうことを大切に
しています。
　講座が終了した後、興味のある人はジュニアリー
ダーが自主的な活動を行っている「白井市リーダー
ズクラブ」に入会して活動することもできます。
日程・内容　下表のとおり
対象　市内在住・在学の小学4から6年生まで　10人

（申し込み順）
参加費　6,500円（保険代・宿泊代ほか）
※1月26日㈯・27日㈰の宿泊研修は、外部団体の研
修に参加するため、別途料金（2,300円）が掛かります。
■申・■問　申請書（生涯学習課にあります）に必要
事項を記入の上、11月21日㈬までに参加費を添えて、
直接生涯学習課社会教育班　内線3432へ

白井梨マラソン大会上位成績者

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㌔㍍

親子ペア 藤井哲平・肇
（鎌ケ谷市）

岡田春風
岡田龍二

前田紘希
前田知忠

西村和記
西村尚記

小学4 ～
6年生

男子 藤栄智弥
（野田市） 関和哉 形本俊介 熊谷亘輝

女子 瀬谷百香
（野田市） 矢ヶ部美幸 岡田葉萌 山口麻衣

3㌔㍍
中学生男子 柴田龍治

（船橋市） 清水誠也 千葉大介 坂本翔

中学生女子 津田帆乃佳
（野田市） 平井美月 福本爽帆 田代優香

5㌔㍍

一般
男子

39歳以下 本橋佑哉
（南房総市） 西山仁騎 伊藤雄史 石田芳文

40歳以上 星貴城
（船橋市） 藤木久士 永堀崇史 林雄一

一般
女子

39歳以下 吉岡栄子
（印西市） 山本実紀 福本颯香 中満有希

40歳以上 松本恭子
（船橋市） 川邉陽子 花村貴美子 伊澤青美

10㌔㍍

一般
男子

29歳以下 佐々木翔太
（流山市） 押田真吾 五十畑慶一 石井一真

30 ～ 49歳
以下

加藤雄貴
（市川市） 中里直樹 鈴木健一 平野真也

50歳以上 島田稔
（東京都） 林雄一 田村至 寺園正治

一般
女子

29歳以下 仲田光穂
（船橋市） 藪内里美 渡辺早妃子 橋一葉

30 ～ 44歳
以下

金子美雪
（東京都） 小林志穂 岡田歩 梶原信子

45歳以上 香取玲子
（東京都） 青山法子 萩野道代 石井蘭

　「世界の健康なまちづくり」をテーマ
にした公開講座を開催します。
日時　12月7日㈮　午後1時～ 3時（受
け付け　午後0時30分～）
場所　白井コミュニティセンター
対象　市内在住・在勤者　30人（先着順）
講師　ジュネーブ大学院大学国際開発
研究所所長　イローナ・キックブッシュ
博士
※当日の講演には通訳が付きます。
■申・■問　12月4日㈫までに電話かＥメ
ールで生涯学習課社会教育班　内線
3432・{syougai-gakusyuu@city.shiroi.
chiba.jpへ

白井市民大学校
公開講座

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

宗む
な
か
た像

神
社

　
清
戸
地
区
に
あ
る
宗
像
神
社
は

「
湍
津
姫
命
（
た
ぎ
つ
ひ
め
の
み

こ
と
）」「
田
心
姫
命
（
た
ご
り
ひ

め
の
み
こ
と
）」「
市
杵
島
姫
命（
い

ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ
と
）」
の

三
座
を
祭
神
と
し
ま
す
。
創
建
伝

承
は
市
内
の
神
社
で
最
も
古
い
貞

観
18
年
（
8
7
6
）
で
、
印
西
内

郷
（
今
の
谷
田
・
清
戸
地
区
か
ら

印
西
市
の
南
側
に
か
け
て
の
地
域
）

に
分
布
す
る
宗
像
神
社
の
中
で
も

最
初
に
鎮
座
し
た
「
印
西
内
郷
の

総
鎮
守
」
と
い
わ
れ
る
由
緒
あ
る

神
社
で
す
。
清
戸
地
区
は
中
世
に

は
「
矢や

た
き
よ
ど

田
清
戸
郷
」
と
呼
ば
れ
、

隣
接
す
る
谷
田
地
区
と
併
せ
て
一

つ
の
郷
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

宗
像
神
社
は
「
矢
田
清
戸
郷
」
の

歴
史
的
伝
統
を
継
承
し
、
今
で
も

谷
田
・
清
戸
地
区
の
鎮
守
と
し
て

両
地
区
が
協
力
し
合
い
、
守
り
伝

え
て
い
ま
す
。

　
神
社
の
境
内
に
は
、
多
く
の
巨

樹
が
生
い
茂
り
ま
す
。
道
路
沿
い

に
あ
る
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
樹
木

の
中
を
石
敷
き
の
長
い
参
道
が
伸

び
て
い
ま
す
。
1
0
0
㍍
近
く
進

む
と
広
い
空
間
に
出
て
、
中
央
に

本
殿
が
現
れ
ま
す
。
本
殿
の
四
方

は
木
々
に
囲
ま
れ
、
常
に
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
現
在
の
本
殿
は
、
天
保
2
年

（
1
8
3
1
）
に
建
て
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、
市
内
で
は
ほ
か
に
は

無
い
切
石
の
基
壇
を
設
け
て
い
て
、

そ
の
上
に
ケ
ヤ
キ
の
一
間
社
流
造

の
本
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
壇
の
上
か
ら
広
が
る
よ
う
に
四

手
先
の
腰
組
縁
を
設
け
る
こ
と
で
、

見
た
者
が
圧
倒
さ
れ
る
威
厳
の
あ

る
本
殿
と
な
っ
て
い
ま
す
。
腰
組

は
特
徴
的
で
、
一
手
一
手
に
数
多

く
の
肘
木
と
斗
を
密
に
組
み
込
ん

だ
複
雑
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
肘

木
の
一
つ
一
つ
が
木
鼻
状
に
彫
刻

さ
れ
、
斗
の
全
て
に
皿
斗
が
付
い

た
、
市
内
で
は
ほ
か
に
は
無
い
趣

向
を
凝
ら
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
殿
は
柱
間
の
二
十
四
孝

の
彫
刻
を
は
じ
め
と
し
て
各
所
に

彫
刻
が
飾
ら
れ
、
庇

ひ
さ
し
ば
し
ら
柱
に
も
地

紋
彫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
根

は
市
内
で
唯
一
、
茅
葺
の
上
に
鉄

板
を
覆
う
も
の
で
、
神
社
本
殿
の

本
来
の
形
状
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
宗
像
神
社
本
殿
は
市
内
の
社
寺

建
築
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、

平
成
21
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
白
井

市
の
社
寺
建
築
」
で
は
巻
頭
図
版

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

白井梨マラソン大会結果

　9月30日に実施した白井梨マラソン大会は好天に恵まれ、市内
外の2,978人が完走しました。
　ランナーの皆さんはゴールした後、梨の試食で乾いた喉を潤し
ていました。
　大会の総合の部および市民の部の各部門上位成績者は、右表の
とおりです。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3436

宗像神社本殿

宗像神社の腰組

なし坊、かおりとハイタッチしてゴール

自己ベストを目指して競技場の外へ2㌔㍍コースのスタート

無事に完走できました

講座の様子

お
も
白
井
デ
ー
〜
青
少

年
相
談
員
と
楽
し
く
遊

ぼ
う
〜

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

じ
て
青
少
年
相
談
員
と
楽
し
く
遊
び

ま
せ
ん
か
。
白
井
市
リ
ー
ダ
ー
ス
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
や
白
井
高
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
遊
ん

で
く
れ
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
全
部
回
る
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
く
じ
を
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
12
月
1
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

持
ち
物
　
上
履
き
、
昼
食

※
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
販
売
も
あ
り
ま

す
。（
1
食
1
0
0
円
）

　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
徒
歩
や
自
転
車
、
ナ
ッ
シ

ー
号
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時

　
12
月
1
日
㈯
、
2
日
㈰
、
8

日
㈯
、
9
日
㈰
、
15
日
㈯
、
16
日
㈰
、

22
日
㈯
、
23
日
㈷

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
11
月
26
日
㈪
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ジュニアリーダー養成講座
参加者募集

ジュニアリーダー養成講座
日程 内容

11月23日㈷・24日㈯ 宿泊研修（草ぶえの丘）
12月9日㈰ クリスマスクラフトほか
1月26日㈯・27日㈰ 宿泊研修（東金青年の家）
2月17日㈰ 閉講式と学習発表会
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

福  

収
穫
祭

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
し
て
い
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
天
ぷ
ら
に
し
、
手
打

ち
う
ど
ん
と
一
緒
に
販
売
を
す
る
収

穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
童
謡
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
聞
き

な
が
ら
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
　
19
日
㈪

内
容
・
時
間
　
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
・

午
前
11
時
30
分
〜
、
う
ど
ん
の
販
売
・

正
午
〜
（
40
食
限
定
）

※
う
ど
ん
（
30
食
分
）
は
事
前
に
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
1
食

3
3
0
円
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

複  

健
康
体
操
〜
新
・
健

康
体
操
講
座
〜

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

取
り
入
れ
た
新
し
い
健
康
体
操
で
、

自
分
の
健
康
維
持
を
目
指
し
ま
せ
ん

公  

0
歳
児
サ
ー
ク
ル

「
ザ
ウ
ル
ス
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り

な
が
ら
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
来
る
の
を

み
ん
な
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
3
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
20
組
（
申
し
込

子

育

て

趣
味
・
教
養
・
学
習

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

高

齢

者

か
。

日
時
　
11
月
24
日
・
12
月
1
日
（
各

土
曜
日
・
全
2
回
）　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
50
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
マ
ッ
ト
な
ど
の
敷
物
、
室

内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
　
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公  

カ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
ク

ラ
フ
ト
体
験
講
座

　
カ
ラ
フ
ル
な
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
る
の
で
、

い
つ
も
と
違
う
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
5
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
日
本
カ
ラ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ

フ
ト
協
会
認
定
講
師
　
桝
井
由
里
子

さ
ん

参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
27
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

将
棋
教
室

　
初
心
者
で
も
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

え
ま
す
。

日
時
　
12
月
1
日
・
1
月
5
日
・
2

月
2
日
（
各
土
曜
日
）　
午
前
10
時

〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

な
か
よ
し
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
「
お
あ

し
す
」
の
皆
さ
ん
が
講
師
に
な
っ
て

「
ア
ッ
プ
ル
&
シ
ナ
モ
ン
ケ
ー
キ
」

を
作
る
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参

加
で
き
る
料
理
教
室
で
す
。

　
親
子
や
友
達
と
一
緒
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
2
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

3
時
30
分

対
象

　
小
学
生
以
上

　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
上
履
き

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
25
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複  

男
の
や
さ
し
い
家
庭

料
理

　「
生
き
る
た
め
の
料
理
」
を
テ
ー

マ
に
、
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

駅  クックキッズ
　パンでクリスマスツリー
を作ろう。
日時　12月8日㈯　午前10時
～午後1時
対象　小学生　20人（申し
込み順）
講師　日本製粉㈱　クッキ
ングパートナー　佐藤加代
子さん
持ち物　エプロン、三角
巾、手拭き用タオル、マスク、
上履き、筆記用具
参加費　300円（材料費）
■申　11日30日㈮までに電話か直接白井駅前セン
ターへ

冨   ミルクの旨味がコクを生む
「ヘルシーおせち」

　来年のおせちは少し趣
向を変えて千葉県牛乳普
及協会と一緒にミルクを
使った料理を作ってみま
せんか。
　「鶏のチーズ松風焼き」
のほか5品作ります。
日時　12月14日㈮　午前
10時30分～午後1時30分
対象　市内一般　24人（申し込み順）
講師　小山浩子管理栄養士
持ち物　エプロン、三角巾、布巾、タオル、マスク
■申　11月25日㈰までに電話か直接冨士センターへ

駅  ねんねさん＆プレママちゃん
　「ゆらりんサンタ」を作った後、親子の触れ合い遊びや茶話会
で情報交換をしましょう。
日時　12月5日㈬　午前10時30分～正午
対象　6カ月未満の子とその保護者　16組、妊娠6から8カ月まで
の人　4人（いずれも申し込み順）　
持ち物　バスタオルかマット
参加費　200円（材料費）
■申　12月2日㈰までに電話か直接白井駅前センターへ

駅  クリスマス＆シチューパーティ
　「お楽しみタイム」にはサンタさんが遊びにきます。
日時　12月12日㈬　午前10時30分～午後0時30分
対象　乳幼児とその保護者　30組（申し込み順）
※当日は親子自主サークルの希望者も参加します。
持ち物　シチュー皿、スプーン、飲み物、レジャーシート、
上履き
参加費　500円（材料費など）
■申　12月1日㈯までに電話か直接白井駅前センターへ

み
順
）

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
や
小
物
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
4
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
11
月
27
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

る
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

日
程
・
メ
ニ
ュ
ー
　
12
月
5
日
・
ギ

ョ
ー
ザ
、
豚
汁
、
12
月
19
日
・
簡
単

お
せ
ち
、
1
月
16
日
・
鮭
の
ム
ニ
エ

ル
、
ピ
ラ
フ

　（
各
水
曜
日
・
全
3
回
）

時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

対
象

　
市
内
在
住
の
男
性

　
16
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
栄
養
士

　
坂
本
好
美
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
2
枚

参
加
費
　
2
、
4
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　
ゲ
ー
ム
や
昼
食
会
な
ど
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
7
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

午
後
0
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
人
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
昼
食
代
な
ど
）

申
　
12
月
3
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

　パドルを使って体の血行
を良くしながら、日頃の運
動不足やストレスを解消で
きる体操です。
日時　29日㈭　午後2時～ 3
時30分
対象　市内一般　20人（申
し込み順）
講師　パドルファミリー
サークル　長野洋子さん
持ち物　室内シューズ、飲み物、汗拭き用タオル
保育　あり（要事前予約）
■申　本日午前9時から電話、Eメールか直接白井コ
ミュニティセンター{ mail@shiroi-com10.comへ

コ  ココロ・カラダ弾む体操
～みんなで楽しくパドル体操♪～

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
年
賀
は
が
き
の
作
成
や
E
メ
ー
ル

の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
方
法
な
ど
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
・
18

日
㈫
〜
20
日
㈭
（
全
5
日
間
）　
午

後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

で
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
、
全
日
程

参
加
で
き
る
人

　
12
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て

受
講
す
る
人
を
優
先
し
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

将棋教室の様子
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
新
京
成
・
東
武
・
京
成
・
北
総
鉄

道
４
社
合
同
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
　

　
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
風
景
を
満
喫
す

る
「
晩
秋
の
紅
葉
め
ぐ
り
ウ
オ
ー

ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
新
京
成
線
く
ぬ
ぎ
山
駅
を
ス
タ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
受
講
生
募
集

　
愛
と
情
熱
の
言
葉
ス
ペ
イ
ン
語
を
、

ス
ペ
イ
ン
や
南
米
の
文
化
と
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
ク
ラ
ス

　
18
日
㈰
か
ら
毎
週

日
曜
日
（
全
20
回
）・
初
歩
か
ら
簡

単
な
会
話
が
で
き
る
程
度

　
時
間
　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
50
分
　
場
所

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
一
般

10
人
（
申
し
込
み
順
）
受
講
料

　

1
2
、0
0
0
円
（
資
料
代
は
別
途
）

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

ト
し
、
く
ぬ
ぎ
山
公
園
、
大
町
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア

ム
、
貝
殻
山
公
園
、
鎌
ケ
谷
市
役
所

を
通
り
新
鎌
ケ
谷
の
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
約
11
㌔
㍍
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
参
加
し
た
人
に
は
、
4
社
合
同
ウ

オ
ー
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
鉛
筆
（
先
着
3
、

0
0
0
人
）、
市
川
市
動
植
物
園
割

引
チ
ケ
ッ
ト
が
配
ら
れ
る
予
定
で
す
。

日
程
　
17
日
㈯
（
荒
天
時
中
止
）　

受
付
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

集
合
場
所
　
新
京
成
電
鉄
く
ぬ
ぎ
山
駅

問
　
北
総
鉄
道
運
輸
部
☎
0
4
7

（
4
4
5
）
7
1
6
1

◆
し
ろ
い
・
九
条
の
会
学
習
会

　「
現
憲
法
と
自
民
党
の
憲
法
改
正

素
案
の
違
い
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
後
2
時
〜
4
時

30
分
（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

講
師
　
佐
藤
鋼
造
弁
護
士
　
参
加
費

1
0
0
円
（
資
料
代
）

問
　
伊
藤
☎
（
4
9
1
）
8
6
0
6

◆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
入
門

　
正
し
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
お
よ
び
ス
ロ

ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
仕
方
が
学
べ
る
内

容
が
異
な
る
連
続
し
た
講
座
で
す
。

日
時

　
18
日
㈰
・
23
日
㈷

　
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
（
雨
天
室
内
）

場
所

　
北
総
花
の
丘
公
園
花
と
緑
の

文
化
館
（
印
西
市
）　
対
象

　
ジ
ョ

ギ
ン
グ
を
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
人

　

20
人
（
先
着
順
）　
受
講
料

　
2
回

1
、
5
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
富
所
☎
0
9
0
（
9
6
4
6
）

1
2
2
5

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者

な
ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
）　
対
象
　
一
般

（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
「
ぐ
る
ぐ
る
シ
ャ
イ
ン
ア
ー
ト
」

体
験
会

　
筆
を
使
用
せ
ず
に
絵
を
書
く
こ
と

が
で
き
る
「
ぐ
る
ぐ
る
シ
ャ
イ
ン
ア

ー
ト
」
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
書

く
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈮

　
午
前
11
時
〜
正
午

場
所

　
桜
台
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費

　

6
0
0
円
（
材
料
費
）

問
　
森
☎
0
9
0
（
4
3
6
4
）
3

9
3
5

◆
白
井
写
友
会
「
秋
季
写
真
展
」

　
展
示
作
品
の
半
数
は
「
北
総
の
四

季
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
で
撮
影
し
た

写
真
を
、
そ
の
ほ
か
に
風
景
や
草
花
、

伝
統
行
事
な
ど
の
写
真
を
展
示
し
ま

す
。

日
程
・
場
所
　
11
月
30
日
㈮
〜
12
月

9
日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
12
月
11
日
㈫
〜
20
日
㈭
・

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
各
会
場
と
も
月
曜
日
は
休
館
で
、

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
で
す
。
11

月
30
日
㈮
は
午
後
0
時
30
分
か
ら
展

示
し
ま
す
。

問
　
高
橋
☎
（
4
9
2
）
4
0
5
8

◆
お
花
の
教
室
体
験
レ
ッ
ス
ン

　
本
物
の
モ
ミ
や
ヒ
バ
を
使
っ
た
北

欧
風
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
時
間

　
22
日
㈭
、
30
日
㈮
・

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
、
28
日
㈬
・
午
後
1
時

〜
2
時
30
分

　
参
加
費

　
2
、0
0

0
円（
材
料
費
・
ク
リ
ス
マ
ス
テ
ィ
ー

付
き
）

※
開
催
場
所
は
一
般
住
居
（
白
井
駅

か
ら
徒
歩
11
分
）
の
た
め
、
詳
し
く

は
申
し
込
み
時
に
電
話
か
メ
ー
ル
で

※
白
井
国
際
交
流
協
会
未
加
入
者
の

受
講
に
は
、
別
に
協
会
年
会
費
半
年

分
1
、
0
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
学
生
の
場
合
は
学

年
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る
場
合
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、
往
復

は
が
き
か
E
メ
ー
ル
で
〒
2
7
0
―

1
4
3
1

　
白
井
市
根
1
1
6
―
32
　

川
上
ビ
ル
2
階
2
0
2
号
　
白
井
国
際

交
流
協
会
事
務
局
　
石
津
☎
0
9
0

（
1
6
9
4
）
2
4
8
6
・

 ifas@

b
z0
4
.p
lala.o

r.jp

へ

◆
ジ
ュ
ニ
ア
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

日
時
　
12
月
か
ら
3
月
ま
で
の
毎
週

日
曜
日
　
午
前
8
時
〜
11
時
　
場
所

七
次
第
一
公
園
テ
ニ
ス
場
　
対
象
　

市
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
　
参

加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
4
カ
月
分
・

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
ほ
か
）

申
・
問

　
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
　

鈴
木
☎
（
4
9
1
）
4
3
5
1

◆
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

で
す

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
職
場
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
農
林
水
産
業
の
使
用
労
働
者
5
人

未
満
の
個
人
事
業
者
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
使
用
す
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
未
手
続
き
の
事
業
主
は
早
め
に
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
船
橋
労
働
基
準
監
督
署
☎
0
4

7
（
4
3
1
）
0
1
8
1

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
〜
就
職
活
動

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提
供
し

て
い
ま
す
〜

　
フ
リ
ー
タ
ー
や
大
学
生
、
短
大
生

や
専
門
学
生
な
ど
若
者
で
就
職
を
希

望
す
る
人
を
対
象
に
求
人
情
報
の
提

供
や
適
職
診
断
、
面
接
練
習
な
ど
総

合
的
な
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
何
を
や
り
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
多
葉

井
☎
（
4
9
2
）
8
0
8
1
・
{

 stu
dio-ill@

flow
er.em

ail.

n
e.jp

へ

◆
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ⅳ
検
査
結
果
理
解
セ

ミ
ナ
ー

　
知
能
検
査
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
―
Ⅳ
」
の

検
査
結
果
（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）
を
理

解
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
本
当
の

能
力
を
知
り
、
そ
の
子
対
す
る
適
切

な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
12
月
1
日
㈯
　
午
後
4
時
〜

6
時
　
場
所
　
興
学
社
高
等
学
院

（
松
戸
市
）　
対
象
　
特
別
支
援
学

級
な
ど
の
指
導
者
・
相
談
者
お
よ
び

保
護
者
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
興
学

社
教
育
研
究
所
☎
0
4
7
（
3
0
9
）

7
7
1
5
へ

◆
白
井
子
ど
も
劇
場

　
韓
国
の
民
話
を
元
に
し
た
音
楽
劇

「
金
剛
山
の
ト
ラ
た
い
じ
」
を
、
オ

ペ
レ
ッ
タ
劇
団
と
も
し
び
が
韓
国
の

民
族
楽
器
の
生
演
奏
と
踊
り
を
交
え

て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
上
演
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
2
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

3
時
20
分

　（
開
場

　
午
後
1
時
30

分
）　
場
所

　
清
水
口
小
学
校

　
参

加
費

　
大
人
1
、
2
0
0
円
（
当
日

1
、
5
0
0
円
）、
子
ど
も
（
4
歳

〜
高
校
3
年
生
）
8
0
0
円
（
当
日

1
、
0
0
0
円
）

問
　
白
井
子
ど
も
劇
場
事
務
所
☎

（
4
9
1
）
2
1
6
3

◆
青
色
決
算
・
消
費
税
等
説
明
会

日
程
・
場
所
　
12
月
4
日
㈫
・
印
西

市
役
所
、
12
月
5
日
㈬
・
県
印
旛
合

同
庁
舎
（
佐
倉
市
）、
12
月
6
日
㈭
・

成
田
中
央
公
民
館
、
12
月
7
日
㈮
・

佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

問
　
成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1

　市民活動推進センターでは地域で何か
をやってみたい、市民活動に興味を持っ
ている人を対象にした相談会を行ってい
るほか、地域活動の案内や市民活動団体
の紹介、新規団体設立やNPO法人化に関
することなどの相談も行っています。
　皆さんの価値観や知恵、能力やエネル
ギーを地域に生かしていくことで、「学び・仲間作り・生きがい作り」
という新しい自分作りが始まります。
　自分たちの地域を、自分たちが住み良い地域へ自分たち主体でつ
くっていきませんか。
相談日時　火～日曜日（祝日休館）　午前9時～午後5時

（水・土曜日は午後9時まで）
※NPO法人化手続きなど専門的な相談は事前予約となります。

市  市民活動「なんでも・いつでも相談」
～あなたのキャリアを生かしてみませんか～

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
冬
の
足
音
が
聞
こ
え
る
こ
ろ
と
な

り
ま
し
た
。
朗
読
会
で
ぬ
く
も
り
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
7
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
　
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階

研
修
室
　
入
場
料
　
無
料

問
　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」　  

佐
藤

☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
教
室

　
初
心
者
の
人
を
対
象
と
し
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
8
日
㈯

　
午
前
9
時
〜

正
午

　
場
所

　
オ
ス
カ
ー
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
公
園
八
千
代
コ
ー
ス
（
八
千
代

市
）　
参
加
費

　
1
、
1
0
0
円

問
　
白
井
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
　

田
代
☎
0
9
0
（
2
4
0
3
）
3
1

3
1

◆
S
I
N
C
S
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
2

　
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

第
2
番
の
演
奏
や
バ
レ
エ
、
合
唱
、

独
り
芝
居
な
ど
を
上
演
し
ま
す
。
収

益
金
は
日
本
赤
十
字
社
や
市
内
の
芸

術
文
化
や
環
境
保
全
活
動
の
た
め
に

寄
付
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
15
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　

9
9
9
円
（
電
話
予
約
可
）

問
　
S
I
N
C
S
事
務
局
　
平
田
☎

0
8
0
（
4
7
2
7
）
8
7
1
8

人
や
面
接
方
法
に
不
安
が
あ
る
人
な

ど
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

入
館
時
間

　
祝
日
を
除
く
月
曜
〜
金

曜
日

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

問
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
☎
0
4
7

（
4
2
6
）
8
4
7
1

◆
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

　
狩
猟
期
間
は
毎
年
11
月
15
日
か
ら

翌
年
の
2
月
15
日
ま
で
で
す
。

　
野
外
で
活
動
す
る
場
合
は
目
立
つ

服
を
着
用
し
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る

な
ど
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
よ
う
に
安
全
な
狩
猟
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問
　
県
自
然
保
護
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
2
9
7
2

◆
い
っ
し
ん
館
白
井
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
い
っ
し
ん
館
白
井
で
は
、
ヘ
ル
パ

ー
の
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る

人
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
働
く
こ
と

に
興
味
が
あ
る
人
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
取
得
を
目
指
す
人
に
は
養
成

講
座
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
も
し
ま
す
。

問
　
い
っ
し
ん
館
白
井
☎
（
4
9
8
）

3
4
0
0

消防署からのお知らせ
火災などの発生件数（10月31日現在）

火　災 救　急 救　助

10
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

10
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

10
月
の
件
数

今
年
の
累
計

昨
年
と
の
比
較

0
件

20
件

▲6
件

194
件

2,070
件

248
件

1
件

13
件

▲10
件

※▲はマイナスを示します。
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2012.11.15 10み ん な の ひ ろ ば

一
画
の
里
親
と
し
て
、
許
可
を
得

て
花
壇
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
30
か
ら
60
歳
ま
で
の
主

婦
と
退
職
後
の
男
性
の
8
人
が
、

月
に
一
度
集
ま
り
花
壇
作
り
を
し

て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
し
つ
つ
、

楽
し
み
な
が
ら
花
に
癒
さ
れ
て
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
は
ア
ジ

サ
イ
を
中
心
に
「
コ
ス
モ
ス
や
ポ

ピ
ー
を
ゆ
ら
ゆ
ら
」
な
ど
と
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

「
白
井
あ
す
な
ろ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
」

　
白
井
あ
す
な
ろ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
は
、
結
成
か
ら
3
年
目
の
新

し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
支
援
を
行
い
、

地
域
に
密
着
し
た
地
域
に
親
し
ま

れ
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
お
り
、
清
掃
活

動
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
明
確
な
活
動
場
所
が

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

秋
高
し
赤
子
の
欠
伸
宙
つ
か
む

秋
の
蚊
の
か
ぼ
そ
き
声
の
顔
か
す
め

秋
晴
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
白
井
か
な

秋
深
し
朝
夕
点
す
牛
舎
の
灯

秋
深
し
友
は
ピ
エ
ロ
の
絵
を
描
く

蘆
刈
ら
れ
俄
に
川
水
膨
ら
み
ぬ

雨
上
が
り
栗
山
の
空
広
ご
り
ぬ

ア
ル
プ
ス
に
孤
を
描
き
け
り
秋
燕

か
す
か
な
る
言
霊
聞
ゆ
曼
珠
沙
華

か
ら
く
り
の
箱
根
細
工
や
秋
深
む

転
け
る
た
び
打
つ
膝
小
僧
冬
時
雨

坂
の
街
秋
の
灯
映
す
川
面
か
な

指
す
先
に
秋
雨
に
け
む
る
薬
師
堂

彷
徨
い
て
落
人
の
ご
と
秋
の
蜂

潮
の
香
と
群
青
ま
ぶ
し
初
秋
刀
魚

天
高
し
暑
さ
に
怠
け
草
一
面

温
め
酒
知
ら
ず
に
逝
き
し
亡
夫
憶
う

晩
秋
や
一
期
一
会
の
バ
ス
の
旅

人
絶
え
た
神
宮
の
森
椋む

く鳥
の
群
れ

飛
来
地
の
池
清
め
た
り
笑
顔
満
つ

曼
珠
沙
華
挙
り
て
咲
い
て
世
を
照
す

曼
珠
沙
華
は
は
の
形
見
を
身
に
つ
け
て

黎
明
に
残
る
名
月
惜
し
み
け
り

秋
深
し
街
を
彩
る
な
な
か
ま
ど

　

朱
の
鮮
や
か
さ
初
雪
が
散
る

あ
ら
し
去
り
雲
こ
と
ご
と
く
払
は
れ
て

　

涼
し
く
照
ら
す
十
五
夜
の
月

犬
吠
埼
眼
下
に
迫
る
太
平
洋

　

闇
夜
切
り
裂
く
命
の
灯あ
か
り台

美
し
き
唇
の
動
き
間
の
あ
り
て

　

朗
読
を
聴
く
し
じ
ま
の
中
に　

億
兆
の
人
の
心
に
照
り
映
へ
よ

　

真
ん
ま
る
月
の
丸
る
き
心
を

悲
し
み
は
い
ま
だ
い
え
ず
に
空
ろ
で
す

　

あ
な
た
が
あ
ち
ら
に
旅
立
っ
て
か
ら

栗
ご
は
ん
炊
け
ば
厨
に
匂
い
立
ち

　

暑
き
日
な
れ
ど
我
が
家
は
初
秋

夏
く
れ
る
枝
も
た
わ
わ
に
実
む
ら
さ
き

　

何
時
し
か
古
稀
も
過
ぎ
た
り
に
け
り

濡
れ
敷
き
つ
漬ひ

つ
る
古
葉
に
舞
ひ
落
ち
ぬ

　

媼
を
ふ
な

織
り
な
す
翁

を
き
なの
錦

門
前
の
蕎
麦
屋
変
は
ら
ず
祖
母
、
母
と

　

幼
き
吾
ら
こ
こ
に
座
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

冨
士　
　
　

柳
沢　

純

冨
士　
　
　

福
加
博
之

大
松　
　
　

川
又
勝
彦

堀
込　
　
　

大
屋
キ
ヌ

清
水
口　
　

松
村
純
子

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

南
山　
　
　

齊
藤
眞
一
郎

池
の
上　
　

大
橋　

茂

冨
士　
　
　

齋
藤
順
子

七
次
台　
　

片
野
美
耶
子

桜
台　
　
　

土
山
勝
實

冨
士　
　
　

福
加
あ
け
み

清
水
口　
　

池
川　

悟

堀
込　
　
　

山
川
純
子

冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

根　
　
　
　

乾　

タ
カ
子

大
松　
　
　

織
本
泰
子

堀
込　
　
　

渡
辺
岩
夫

大
山
口　
　

上
坂
千
昭

冨
士　
　
　

今
野
吉
信

神
々
廻　
　

斉
藤
と
み
子

池
の
上　
　

横
山
久
雅
子

冨
士　
　
　

染
谷
英
人

七
次
台　
　

松
井
寛
紅

桜
台　
　
　

米
井
詩
織

復　
　
　
　

杉
原
賢
一

池
の
上　
　

関
根
千
浪

南
山　
　
　

山
本
庸
雄

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

根　
　
　
　

印
南
満
子

富
塚　
　
　

大
出
葉
子

清
水
口　
　

柴
垣
正
徳

冨
士　
　
　

望
月
玲
子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

「
緑
の
会
」

　
今
年
の
夏
、
白
井
停
車
場
線
を

白
井
駅
か
ら
白
井
市
役
所
方
向
に

向
か
い
、
ホ
ー
マ
ッ
ク
入
口
の
信

号
を
過
ぎ
た
左
側
の
側
道
脇
に
あ

る
街
路
樹
の
下
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

花
が
咲
い
て
い
た
の
に
気
付
い
て

く
れ
ま
し
た
か
。
丈
の
低
い
ひ
ま

わ
り
で
し
た
が
、
き
れ
い
に
咲
い

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
画
（
約
7
平
方
㍍
）
を

年
間
を
通
し
て
手
入
れ
し
て
い
る

の
が
「
緑
の
会
」
で
、
5
年
前
に

花
を
愛
す
る
仲
間
が
集
ま
り
、
プ

リ
ス
タ
団
地
敷
地
内
の
鉢
植
え
の

手
入
れ
を
す
る
こ
と
か
ら
発
足
し

た
、
プ
リ
ス
タ
団
地
内
サ
ー
ク
ル

で
す
。

　
2
年
前
の
秋
、
プ
リ
ス
タ
前
の

草
ぼ
う
ぼ
う
の
側
道
を
見
て
「
何

と
か
し
た
い
ね
」
と
の
会
員
の
さ

さ
や
き
か
ら
市
役
所
に
問
い
合
わ

せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
公
共
施
設
な
ど
の
里

親
制
度
）
を
知
り
、
歩
道
緑
地
の

関
口
な
の
で
力
が
入
り
ま
し
た
。

　
風
が
強
い
日
な
ど
は
枯
葉
を
集

め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
道
行

く
人
た
ち
か
ら
「
お
疲
れ
様
」「
あ

り
が
と
う
」
と
声
を
掛
け
て
も
ら

い
、
気
持
ち
の
い
い
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ク
ラ
ブ
の
仲
間
、

皆
が
元
気
で
明
る
く
「
一
致
団

結
」
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
今
回
で
団
体
紹
介
は
終
了
で
す

が
、ほ
か
に
企
業
と
し
て
は「
ホ
ー

マ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
デ
ポ
ー
白
井

店
」
も
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
興
味
の
あ
る
人
は
市

民
活
動
支
援
課
ま
で
連
絡
を
く
だ

さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
9
月

に
市
の
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

団
体
と
し
て
協
定
を
結
ん
だ
こ
と

で
漠
然
と
し
て
い
た
清
掃
活
動
の

エ
リ
ア
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
10
月
に
北
総
線
西
白
井

駅
を
中
心
と
し
た
清
掃
活
動
を
行

い
、
南
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
始

ま
り
、
植
栽
の
植
え
込
み
の
中
か

ら
排
水
溝
の
清
掃
、
北
口
の
ロ
ー

タ
リ
ー
ま
で
広
範
囲
に
行
い
、
西

白
井
駅
を
利
用
す
る
人
た
ち
の
玄

　9月15日は老人の日です。ま
たこの日から21日までは老人週
間として定められており、昭和
59年には社会奉仕の日が別に定
められ全国一斉に奉仕活動が行
われてきました。
　市内には現在21の高齢者クラ
ブがあり、期間中は社会奉仕活
動が活発に行われました。クラ
ブの中のひとつである七次高齢者クラブは昭和40年に51人のメンバー
で発足し、現在は23人で月例会やゲートボールなど積極的に参加して
います。奉仕活動では、可燃ごみや不燃ごみなど約20袋を回収し、地
域の環境美化に大きく貢献していました。
　会長の宇賀益

ま す え

英さんは「クラブの存続には後継者が必要ですが、な
かなか入る人が少ないのが悩みです。クラブを活発に運営していくた
め、できるだけ多くの皆さんに入会してほしい」と話していました。
　

環境美化に取り組む高齢者クラブ

　9月30日から2日間にわたって
ドイツ・ギーセンで第5回暗算
ワールドカップが開催され、市
内の㈱イシド 石戸珠算学園（堀
込）に勤務する小笠原尚

なおふみ

良さん
が優勝して世界一になりました。
　暗算能力の速さと正確さを競
うこの大会は足し算、掛け算、
平方根の計算など10種目の計算

をすべて暗算で行うもので、ドイツをはじめインドやトルコなど16カ
国から32人が参加して、暗算能力を競い合いました。小笠原さんは日
本人として初参加し、珠算式暗算を武器に足し算や平方根の計算など
3つの部門を満点で優勝し、見事に総合優勝を果たしました。
　小笠原さんは「暗算が強くなったのは小学１年生からはじめたそろ
ばんのおかげでしょうか。次はトルコで開催のオリンピックに招待さ
れており、得意な種目で優勝したい」と張り切っていました。　

暗算ワールドカップで世界一に

賞状を手に持つ小笠原さん

「白井あすなろライオンズクラブ」の皆さん

緑地の手入れを行う「緑の会」の皆さん

市
民
が
育
て
る
き
れ
い
な
ま
ち

つ
く
り
た
い
団
体
紹
介
③

　
　
　
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

七次高齢者クラブの皆さん


